
　現在のわが国は、 2020年からのコロナ禍で顕在化した貧困や孤立、 差
別や排除、 分断等のさまざまな社会問題を抱える状況にある。 さらに、
2022年2月に始まったウクライナに対するロシアの軍事的侵攻により、 罪
のない人々の家や学校、 職場が破壊され、 生活の場が奪われるという事態
をもたらした。 ソーシャルワークという、 人とその生活へのまなざしを徹底し
て大切にする営みを知る私たちは、 「そこにはかけがえのない一人ひとりの、
かけがえのない一つひとつの生活がある （あった）」 ことへの思いを馳せな
がら、 関心を持ち続け、 想像する力を発揮し、 いま何が出来るのかを自らに

問い続けなければならない。

　そしてこのような、 激動とも言える社会状況のなかで、 社会福祉士 ・精神
保健福祉士養成の新カリキュラムに基づくソーシャルワーク教育やソーシャル
ワーカー養成が始まった。 ソーシャルワークの対象となる社会問題や生活問
題とは、 これらの状況に対して、 ソーシャルワーカー自身が何をどのように
見るか、 あるいは見ようとするかという、 関心と想像力、 およびそのあり方
のことであると言っても過言ではない。 ある状態に対して、 それが問題と見
なされなければ、それは問題とはならないのである。 それゆえに、「無関心」
とそれがもたらす 「不正義と不誠実」 はソーシャルワークには許されず、 そ
れを 「乗り越える」 ためのソーシャルワーク教育でなければならない。

　今回の全国社会福祉教育セミナーは、 昨年度の議論の継承とさらなる展開
を志向しつつ、あらためてソーシャルワーク教育に携わる私たちの「語り合い」
や 「学び合い」 の機会としたい。 それは、さまざまな変化の時代の中にあっ
て、 確かなソーシャルワーカー養成の実現とソーシャルワーク実践の発展の
ために、 私たち教育 ・研究者の連帯と協働の場なのである。
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＜昼食休憩＞

16:10 社会福祉士及び精神保健福祉士等 をめぐる政策動向について

２：【災害】ソーシャルワーク教育は災害支援を
        どう教えるのか　ーできることから始めよう―

３：【演習】カリキュラムの SW演習をどう展開するか
　    －授業の組み立てと教材作成から－

分科会２／分科会３

４：【ICT】ソーシャルワーク教育におけるICTの可能性
　　―平時における教育への効果的な活用を考えるー

５：【合理的配慮】ソーシャルワーク教育における
　　合理的配慮　―実習をめぐる現状と課題を共有する―

分科会４／分科会５

アクセス開始 9:30 ～ 10:00

オープニング　 10:00 ～ 10:15 会長 : 白澤政和 挨拶   ／  諸連絡等 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 15:00

講師：光原 ゆき 氏 ／  空閑 浩人 ( 同志社大学・ソ教連常務理事）
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分科会１ 14:10 ～ 16:10

10:15 ～ 11:15基調講演

＜昼食休憩＞ 12:20 ～ 13:15

アクセス開始 9:30 ～ 10:00

12:00 ～ 13:00

クロージング 15:00 ～ 15:30

対談 11:20 ～ 12:20

行政説明 13:15 ～ 13:55

10:00
〜

プログラム（講演者・スケジュールは都合により変更になる場合があります）

病気の子どもを育てる家族の現状と私たちにできること

説明：厚生労働省（調整中）

１
日
目

１：新カリキュラムのソーシャルワーク実習に向けた準備のポイント
　      ―課題を乗り越える方法を共に模索する―
コーディネーター：髙良 麻子先生（法政大学・ソ教連理事・実習委員会 委員長）
話題提供者  ：
 　　　畑　亮輔　（北星学園大学・ソ教連 実習委員会）
　　　菊地　悟氏   （社会福祉法人愛敬園　障がい福祉サービス事業所 北愛館）
 　　　三浦　真美氏（社会福祉法人 愛敬園　障がい福祉サービス事業所 北愛館）
         　小山　泰明氏（立川市社会福祉協議会）

２
日
目

10:00
〜
15:30

コーディネーター：新井 利民  ( 立正大学 ) 
話題提供者　   　 ：村江 史年（北九州市立大学）

コーディネーター：保正 友子  ( 日本福祉大学・ソ教連理事）
話題提供者        　 ：齊藤 晋治（長崎国際大学）

山本 博之（田園調布学園大学）

コーディネーター：坂本 毅啓 ( 北九州市立大学 )
話題提供者              ：中根 成寿 ( 京都府立大学 )

富士フィルムシステムサービス株式会社

コーディネーター：藏野 ともみ（大妻女子大学・ソ教連会長補佐）
話題提供者  　　  ：村田 淳 氏 ( 京都大学学生総合支援機構 障害学生支援部門 )

森山 拓也 ( 城西国際大学 )

講師：光原 ゆき 氏（NPOキープ・ママ・スマイリング　 理事長）

主催・お問い合わせ後援（予定）
厚生労働省　文部科学省　法務省
社会福祉法人全国社会福祉協議会　全国社会福祉法人経営者協議会　
公益社団法人日本社会福祉士会　公益社団法人日本精神保健福祉士協会　
公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会　公益社団法人日本介護福祉士会
公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会　認定社会福祉士認証・認定機構　
特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会　全国福祉高等学校長会　
一般社団法人日本社会福祉学会　日本地域福祉学会
ソーシャルケアサービス研究協議会

■ 今年の分科会は、参加型‼
         各分科会は、グループワークやディスカッションを
         盛り込んだプログラムです。
         講演を聞いた後、参加者の皆さまで意見交換やディスカッションをして、
         より一層理解を深められます。奮ってご参加ください♪

■ 全プログラムを見返せる、見逃し配信対応 !!
         事前に参加申込した方に限り、当日映像を再視聴できるようになりました！ 
        見逃してしまった、もう一度聞きたいなどのご要望しっかり対応いたします。

参加申込方法

http://www.jaswe.jp/seminar

ウェブ申込フォームよりお申込ください。
Point!!

〒108-0075　
東京都港区港南 4-7-8 都漁連水産会館 5階
日本ソーシャルワーク教育学校連盟
Tel：03-5495-7242　E-mail：jimukyoku＠jaswe.jp

各校の状況を知ったり、

皆さまの疑問やモヤモヤを

語りあえる機会にも！

※各分科会の各グループのディスカッション等、一部再配信されない部分もあります。
※見逃し配信は セミナー終了後です。視聴可能期間や視聴用URL は、事前参加申込者に後日お知らせします。

見逃し配信は、事前申込者限定です。
必ず、事前にお申込みください。

スマートフォン
からは、こちらパソコン

からは、 こちら

本連盟では、2023 年２月の社会福祉士・精神保健福祉士
国家試験受験生に向けても、さまざまな取り組みを行ってい
ます。身近にいらっしゃればぜひお伝えください (*´▽｀*)

＜  国際シンポジウム  のお知らせ＞

Making Waves ！
『What Is Social Work ？』
公式サイトはこちら　→

参加費：10,000 円 ( 学生特別料金：2,000 円 )
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無関心が生む不正義と不誠実を乗り越えるために
 ～変化の中でのソーシャルワーク教育を考える～第５１回全国社会福祉教育セミナー2022

Online実施

　　昨年度の社会福祉教育セミナーでは、メゾ・マクロレベルの実習を含む、すべての「教育に含むべき事項」を網羅した２カ所以上・
２４０時間の実習を実施するための枠組み等について検討しました。その後、新カリキュラムによるソーシャルワーク実習開始に向けて
準備を進めるなかで、具体的な課題が明らかになってきています。そこで、昨年度の議論を踏まえながら、ソーシャルワーク実習の実施
に向けて準備を進めている養成校の実習担当教員と実習施設・機関の実習指導者から、準備のポイントや課題等をお話しいただき、「実習
指導者と実習担当教員の協働」や「２カ所以上の実習先間での調整機能」等を実現し、すべての学生がソーシャルワーク実習の目標を達
成することができるよう実習を運営するためにどうすべきかについて検討します。

　毎年災害が発生するたびに、普段我々が教えている社会福祉課題
が一気に噴出し、支援を必要とする人々の姿が立ち現れる一方、よ
り潜在化してしまうニーズや人々も発生する。被災地ではこれらの
課題に対して、今、この時も、多様な主体のさまざまな専門職・ボ
ランティア・地域住民が支援活動を行っています。
ソーシャルワーク教育は、災害発生が日常と化した中で、役割を
発揮することのできる人々を育成することを決意し、カリキュラム
に災害支援を組み込みました。学生は何をどのように学ぶべきか？
我々は何をどのように伝えるべきか？
　この分科会では、被災地支援に学生とともに携わった経験の紹介
を踏まえ、これらの問いについてみなさんと共に考えます。

　新カリキュラムに移行したソーシャルワーク演習 ( 以下、演習 )
は、共通と専門にわかれ、地域を基盤とした内容が求められてい
ます。そこで本分科会では、どのようにして地域を基盤とした演
習授業を組み立て、展開するかに焦点を当てます。
　具体的には２人の話題提供者より、シラバスを念頭においた演
習授業の組み立て方と、それに照らし合わせた地域を基盤とした
演習に関する話題提供後に、ブレイクアウトセッションで 3つの
項目についての情報交換を行います。①参加者自己紹介、②話題提
供を聞いた感想、③各自が実施している地域を基盤とした演習展開
の情報共有。
　参加者同士が情報交換しながら、自分ならどのように演習授業
を行うのかを考える機会になればと思っています。

コロナ禍によって、ソーシャルワーク教育において急速に ICT の
活用が進みました。このような非常時での ICT 活用は、教材や教室
の置き換えと同時に、教育の質の担保が重要課題でした。今年度も
代替実習を続けざるを得ない養成校もありますが、本分科会では次
の段階を視野に入れ、アフターコロナとしての平時における教育へ
の効果的な活用のあり方を、参加者の皆様と一緒に考えていきます。
具体的には実習実務のマネジメントに関わってくる実習記録支援シ
ステムの紹介、他の専門職養成教育での ICT 活用例の紹介などを通
して、ICT をどのように活用することがより質の高い専門職養成教
育へと繋がるのかを考えます。

ソーシャルワークのグローバル定義において「多様性の尊重」は中核的な
原理として位置付けられています。ソーシャルワーカー養成教育においても、
多様な学生とともにあることを多くの教員・ソーシャルワーク実践現場の
ソーシャルワーカーが実感しています。
　本分科会では、ソーシャルワーク教育における合理的配慮について改めて
取り上げます。特に、社会福祉士・精神保健福祉士の配属実習に焦点化し、
合理的配慮の実践について考えていきます。
　教育機関内で情報保障や環境整備等の合理的配慮を検討し提供すること
は、各養成校の責務として体制作りが行われているところです。しかし配属
実習となると、学生も、教員及び受け入れ側の指導者も悩み、試行錯誤して
いる現状にあると言えます。今回は、基本に立ち返りソーシャルワーク教育
における「合理的配慮」の実践について再確認し、参加者とともに考える機
会を持ちたいと思います。

※同時開催です。どちらか１つを選んでご参加ください。
※後日実施の見逃し配信では、双方のプログラムをご視聴いただけます。

※同時開催です。どちらか１つを選んでご参加ください。
※後日実施の見逃し配信では、双方のプログラムをご視聴いただけます。

19:00

17:00
〜

参加申込期限
10月 31 日 ( 月 ) 正午まで

『ソーシャルワークと戦争 ～避難民支援をめぐる実践・教育のグローカル連携』
　11月 12 日（土）17 時～ 19 時・オンライン開催　【申込〆切：11/8( 火 ) 正午】
　１日目のプログラム終了後、無料でご参加いただけます。
　別途申込が必要ですので、二次元コードかセミナー公式サイトをご確認ください。


